
照
井
氏
所
蔵
==u 
コニ

マ
l
ソ
ン
論
文
集
上
巻
』

の

「
宮
津
ト
シ
肉
筆
メ
モ
」

花
巻
農
学
校
で
宮
津
賢
治
の
教
え
を
受
け
た
照
井
謹
二
郎
氏
は
、
か

つ
て
「
妹
ト
シ
の
落
書
」
と
い
う
文
章
で
、
昭
和
七
年
の
新
春
に
病
床

の
賢
治
を
見
舞
っ
た
さ
い
、
賢
治
か
ら
二
冊
の
本
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を

(
1
)
 

報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
贈
ら
れ
た
二
冊
の
内
、
『
エ
マ

i
ソ

ン
論
文
集
上
巻
』
(
戸
川
秋
骨
訳
、
玄
黄
社
、
明
治
四
十
四
年
)
の
表

(
2
)
 

紙
裏
に
は
、
「
責
善
寮
宮
津
敏
子
」
と
い
う
署
名
が
あ
り
、
「
ト
シ
子

さ
ん
が
書
い
た
」
鉛
筆
・
墨
・
ぺ
ン
の
「
落
書
き
」
が
本
の
随
所
に
見

ら
れ
る
ほ
か
、
「
四
分
の
一
よ
り
も
、
や
や
小
さ
い
」
、
「
ザ
ラ
西
洋
紙
の

罫
紙
の
裏
」
に
墨
で
書
か
れ
た
「
ト
シ
子
さ
ん
の
肉
筆
の
メ
モ
」
も
挿

ま
れ
て
い
た
。
照
井
氏
は
こ
の
本
を
「
妹
ト
シ
子
さ
ん
の
愛
読
本
」
と

見
て
い
る
。

平
成
十
一
年
七
月
、
照
井
氏
の
お
宅
に
伺
い
、
こ
の
本
の
実
物
を
見
せ
(
3
)
 

て
頂
い
て
、
「
署
名
」
と
「
落
書
」
と
「
メ
モ
」
の
存
在
を
確
認
し
た
。

水

野

達

同
月
J
』
ト
b
u
'

「
落
書
」
に
関
し
て
は
、
右
の
「
妹
ト
シ
の
落
書
」
に
そ
の
一
部
が
活
字

化
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
、
挙
げ
ら
れ
た

も
の
も
、
書
中
の
語
葉
等
を
と
り
と
め
な
く
書
き
連
ね
た
、
文
字
通
り

の
「
落
書
」
な
の
で
、
ひ
と
ま
ず
は
本
稿
の
対
象
外
と
す
る
。
「
メ
モ
」

に
関
し
て
は
、
「
妹
ト
シ
の
落
書
」
で
は
そ
の
存
在
の
み
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
照
井
氏
が
触
れ
て
い
る
、
「
四
分
の
一
よ
り
も
、

や
や
小
さ
い
」
、
「
ザ
ラ
西
洋
紙
の
罫
紙
の
裏
」
に
書
か
れ
た
も
の
に
加

え
、
同
じ
大
き
さ
・
種
類
の
紙
の
、
表
裏
両
面
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た

も
の
が
更
に
一
枚
あ
る
。
一
枚
目
の
末
尾
は
二
枚
目
の
冒
頭
に
接
続
し

て
お
り
、
両
者
は
ひ
と
続
き
の
「
メ
モ
」
を
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
毛
筆
の
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
メ
モ
」
に
関
し
て
、
左
に
私
の
判
読
結
果
を
掲
出
す
る
。
「
は
」

と
「
ハ
」
の
併
用
は
、
表
記
の
不
統
一
と
見
ら
れ
る
が
、
原
文
の
ま
ま

残
し
た
。
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
行
字
体
に
改
め
る
(
以
下
同
じ
)
。

に
-u



[
一
枚
目
]

1 

史
上
の
天
才
と
修
養
と
を
有
し
た
り
し
い
か
/
な
る
婦
人
も
皆
想

像
を
充
た
す
に
足
ら
ず
/
一
人
も
そ
の
心
に
適
ふ
も
の
な
し
と
す

る
は
/
何
ぞ
や
正
し
く
彼
女
自
ら
が
其
心
に
適
ふ
/
も
の
に
非
ず

や
彼
女
ハ
新
し
き
土
木
だ
/
試
み
ら
れ
た
る
事
な
き
問
題
を
解

決
せ
/
む
と
す
る
な
り
、
恐
ら
く
ハ
こ
れ
実
に
従
来
/
咲
き
香
ひ

た
る
花
の
最
も
佳
絶
な
る
も
の
/
な
る
べ
し
、
願
は
く
ハ
女
子
を

し
て
そ
の
/
心
霊
を
直
立
せ
し
め
、
其
途
を
行
く
や
心
爽
/
か
に

新
た
な
る
経
験
よ
り
一
々
そ
の
注
意
/
を
受
け
更
に
己
れ
の
践
に

映
ず
る
も
の
ハ
/
一
々
こ
れ
を
探
求
し
、
か
く
て
自
ら
の
新
に
/

生
れ
た
る
其
存
在
は
即
ち
空
閣
の
諸
々
/
の
片
隅
に
新
曙
光
を
点

火
す
る
威
力
/
と
魔
力
と
を
有
す
る
も
の
な
る
事
を
知
ら
/
し
め

よ裁
抽
出
と
し
て
自
ら
負
ふ
処
高
く
己
れ
の
力
/
に
依
れ
る
選
定
を
重

ん
じ
て
他
の
干
渉
を
/
排
斥
し
人
を
悦
ば
す
事
を
顧
慮
せ
ず
、
而

/
も
高
潔
に
し
て
意
志
田
き
も
の
ハ
即
ち
其
高
/

[
二
枚
目
の
第
一
面
]

2 

貴
な
る
心
を
以
て
観
者
に
感
銘
を
与
ふ
/
る
も
の
な
り
、

繊
黙
せ
る
心
情
ハ
彼
女
に
力
を
添
ふ
/
あ
h

友
よ
、
恐
怖
に
対
し

て
机
を
捲
く
/
勿
れ
、
雄
姿
堂
々
と
し
て
湊
に
来
れ
、
/
若
く
ハ

神
と
共
に
海
上
を
航
行
せ
よ
/
卿
の
生
命
ハ
無
用
な
る
も
の
に
非

ず
/
何
と
な
れ
パ
過
ぎ
行
く
人
の
限
ハ
卿
/
の
面
影
に
よ
り
て
楽

し
ま
さ
れ
、
又
そ
/
の
心
を
清
う
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
な
り

O
常
に
汝
の
行
ふ
事
を
偉
る
処
の
も
の
/
を
行
へ
。

O
吾
人
の
威
厳
に
関
し
て
も
寛
容
な
れ
/
偉
大
な
る
も
の
ハ
永
久
に

全
く
世
の
意
見
な
る
も
の
を
放
棄
せ
り
。

O
勇
壮
と
ハ
心
の
平
衡
を
得
た
る
人
の
謂
に
し
て
/
い
か
な
る
撹
乱

も
其
意
志
を
動
か
す
能
ハ
ず
/
快
く
又
殆
ど
楽
し
く
自
ら
奏
す
る

音
楽
の
/
調
子
に
従
ひ
て
進
み
驚
目
す
べ
き
恐
慌
に
も
/

Q
U
 

[
二
枚
目
の
第
二
面
]

放
縦
に
し
て
酔
へ
る
が
知
き
楽
み
の
内
に
/
も
等
し
き
心
を
有
す

る
も
の
な
り

思
o
gR
Z
m
g
Z
S
3
 

以
上
が
、
照
井
氏
所
蔵
『
エ
マ

l
ソ
ン
論
文
集

た
「
メ
モ
」
の
全
文
で
あ
る
。

上
巻
』
に
挿
ま
れ



で
は
こ
の
「
メ
モ
」
は
、
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
の
が
、
最
後
に
ヨ
O

吉宗甲山田

E
5
3

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
エ
マ

l
ソ
ン
論
文
集

上
巻
』
は
、

エ
マ
ソ
ン
の
開

aa曲
2
2
ω
四
号
回
(
同
∞
土
)
を
訳
し
た
も
の
だ
が
、
う
ち
八

番
目
の
「
勇
壮
論
」
の
原
題
は

d
R
O
Z
B
3
で
あ
る
。
『
エ
マ

l
ソ
ン
論

文
集
上
巻
』
の
「
目
次
」
に
は
、
収
め
ら
れ
た
各
文
章
に
関
し
、
日

本
語
の
題
名
の
下
に
、
「
勇
壮
論

(
Z
2
0
5
M
)
」
と
い
う
よ
う
に
、
括
弧

に
入
れ
て
英
語
の
原
題
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
本
の
読
者
は
原

書
を
参
照
し
な
く
と
も
、
英
語
の
原
題
を
知
る
事
が
で
き
る
。
と
す
る

と
、
「
メ
モ
」
の
最
後
に
型
o
g
R
2
2
0
吉
岡
九
と
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
メ

モ
」
の
内
容
は
、
『
エ
マ

l
ソ
ン
論
文
集
上
巻
』
の
「
勇
壮
論
」
か
ら

の
抜
書
き
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

調
べ
て
み
る
と
、
「
勇
壮
論
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
し
て
い
る

(
傍
線
は
水
野
)
。
英
語
の
原
文
と
と
も
に
掲
げ
る
。

【
引
用
A
】

か
れ
等
青
年
は
前
例
を
有
せ
ず
、
知
友
を
有
せ
ず
、
市
し
て
遂
に

喪
心
す
。
而
し
て
其
後
は
如
何
。
然
れ
ど
も
か
れ
等
が
当
初
の
熱

望
の
内
に
示
せ
し
教
は
そ
の
真
実
な
る
事
を
失
は
ず
、
さ
れ
ば
後

年
に
至
り
さ
ら
に
勇
気
あ
る
も
の
さ
ら
に
清
き
真
理
を
懐
抱
す
る

も
の
来
り
て
、
か
れ
等
が
信
仰
せ
し
処
を
組
織
し
て
こ
れ
を
建
立

す
る
事
あ
ら
ん
。
さ
ら
に
婦
人
に
就
て
見
る
に
、
何
故
に
婦
人
は

白
か
ら
を
史
上
の
婦
人
に
比
し
サ
ツ
フ
オ

l
も
セ
ヴ
イ
ニ
エ
も
、

ド
、
ス
テ
l
ル
も
抑
も
亦
苅
ポ
剖
倒
劃
剖
制
剤

U
剖
叫
U
寺
院
の

欄
刈
等
制
剖
剖
樹
倒
制
剤
剖
引
叫
尉
引
制
、
高
潔
な
る
シ
l
、、、ス

も
亦
こ
れ
を
充
た
す
に
足
ら
ざ
る
の
故
を
以
て
、
遂
に
一
人
も
そ

刷
州
叫
瑚
判
制
創
出

U
4利
引
叫
司
剖
判
|
|

し
く
彼

ら
は
そ
の
心
に
適
ふ
も
の
な
ら
ず
や
。
山
豆
に
そ
れ
ι

白
か
ら
は
そ
の

人
な
ら
ず
や
。
彼
女
は

自
か
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心
事
立
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司
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E
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事
a
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e
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ト
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m
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J
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さ
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吉
主
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v
-
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Q
盛
~
星
~
Q
回
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1
挙
心
ν
無
制

1
t
J
-
l
ご
梢
~
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\
l
Q
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~
i
(
d
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+
\
臨
時

i静
i
(
d
~
-
k
を
お
心
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(
国
11
長
一
回
11]
1
阿
)

T
h
e
y
 found n
o
 e
x
a
m
p
l
e
 and 
n
o
 c
o
m
p
a
n
i
o
n
，
 and 
their 
heart 

fainted. 
W
h
a
t
 
then? 
T
h
e
 
lesson 
they 
gave 
in 
their 
first 

aspirations 
is 
yet 
true; 
and 
a
 better 
valor 
and 
a
 purer 
truth 

shall 
o
n
e
 day organize their 

belief. 
O
r
 w
h
y
 should a

 wo
m
a
n
 

liken 
herself 
to 
any 
historical 

w
o
m
a
n，
 and 
think，
 because 

S
a
p
p
h
o
，
 or Sevigne

，
 or 
D
e
 Stael
，
 or th
巴
cloistered

souls w
h
o
 

have h
a
d
 genius and cultivation d

o
 not satisfy the imagination 

and the 
serene T
h
e
m
i
s ，
 no
n
e
 can
，
-
certainly 

not she? W
h
y
 

not? 
S
h
e
 
has 
a
 n
e
w
 
and 
unattempted 

problem 
to 
solve
，
 

perchance that 
of the 
happiest nature that 

ever bloomed. Let 

the m
a
i
d
e
n
，
 with erect soul

，
 wa
l
k
 serenely o

n
 her w
a
y
，
 accept 

the hint of each n
e
w
 experience，

 search in 
turn all 
the objects 

that 
solicit 
her 
eye ，
 that 
she 
m
a
y
 learn 
th
巴
p
o
w
e
r
and 
the 

c
h
a
r
m
 of her n
e
w
 -
born being，

 
w
h
i
c
h
 is 
the kindling of a

 ne
w
 

d
a
w
n
 
in 
the 
recess

巴s
of 
spac
巴
.
T
h
巴
fair
girl 
w
h
o
 repels 

interference b
y
 a
 decided and proud choice of influences ，

 so 

careless 
of 
pleasing ，

 so 
wilful 
and 
lofty
，
 inspires 
every 

beholder 
with 
s
o
m
e
w
h
a
t
 of 
her 
o
w
n
 nobleness. 

T
h
e
 silent 

heart 
encourages 

her; 
0
 friend ，
 never 
strike 
sail 
to 
a
 fear! 

C
o
m
e
 into port greatly

，
 or sail 
with G
o
d
 the seas. 

N
o
t
 in 
vain 

y
o
u
 live，
 for every passing eye is 

cheered and refined b
y
 the 

vls
l
On. 

(pp.259-
2
6
0
)
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.)Q'-"司"，'ロ(IJ
-i二回

Q
認
が
で
1
l
'
O
~
芝
将
兵
主
主
将
心
。
(
回

111
1
一
回

川
111
眠
)

A
d
h
e
r
e
 to 
your 
o
w
n
 act，
 and 
congratulate 

yourself 
if 
y
o
u
 

have d
o
n
e
 something strange and extravagant and broken the 

m
o
n
o
t
o
n
y
 of a
 decorous age. It 

w
a
s
 a
 high counsel that 1

 once 

heard given to 
a
 yo
u
n
g
 person ，一“

A
l
w
a
y
s
d
o
 w
h
a
t
 y
o
u
 are 

afraid 
to 
do." A
 simple m
a
n
l
y
 character need never m

a
k
e
 an 

apology ，
 but should regard its 

past 
action with the 

calmness 

of Phocion，
 wh
e
n
 he admitted that the event of the battle w

a
s
 

h
a
p
p
y，
 
yet did not regret his dissuasion f

r
o
m
 the battle. 

[…
]Has 
nature ∞

venanted 
with 
m
e
 that 
1
 should 
never 

appear to 
disadvantage ，

 never m
a
k
e
 a
 ridiculous figure? 

Let 

us 
be 
generous 

of 
our 
dignity 
as 
well 
as 
of 
our 
m
o
n
e
y
.
 

Greatness o
n
c
e
 and for ever has d

o
n
e
 with opinion. 

W
e
 tell 

our charities ，
 not because w

e
 wish to 
b
巴
praised
for t
h
e
m
，
 not 

because 
w
e
 
think 
they 
have 
great 
merit，
 but 
for 
our 

justification. 
(pp.260-
261) 
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T
o
w
a
r
d
s
 
all 
this 
external 
evil 
the 
m
a
n
 within 
the 
breast 

a
s
s
u
m
e
s
 a
 warlike 
attitude，
 an
d
 
affirms 
his 
ability 
to 
c
o
p
e
 

single -
h
a
n
d
e
d
 
with 
the 
infinite 
a
r
m
y
 of 
enemies. 

T
o
 this 

military 
attitude 

of 
the 
soul 
w
e
 
glve 
the 
n
a
m
e
 
of 

Heroism.[..
・]

It 
is 
a
 self -
trust 
w
h
i
c
h
 slights the 

restraints of prudence，
 in 

the plentitude of its 
energy and p

o
w
e
r
 to 
repair 
the 
h
a
r
m
s
 it 

m
a
y
 suffe
r. 
T
h
e
 
hero 
is 
a
 m
i
n
d
 
of 
such 
balance 
that 
n
o
 

disturbances can shake his will
，
 but pleasantly and as 

it 
w
e
r
e
 

merrily 
he 
advances 

to 
his 
o
w
n
 m
u
s
i
c，
 alike 
in 
frightful 

'" 



同-
Rヨ
凹
阻
出
向
山
吉
田
町
目
立
宮
司
自
国
同
吾
。
『
ロ
ロ
』
〈
四
お
と
色
町
田
。
-E冊目白
g
・{・:吉

田町四ヨ∞ロ
2
8
rロ
O者同町田円

S
E
2
8己明白
8
0向。口町四四
M
g
B
4〈宮町一
r

(
司

-
M凶
{

}

)

宮
町
白
回
目
】
『
庄
町
一
一
三
曲
門
町
田
町
三
お
ヨ
目
。
ご
白
色
ぞ
広
口
白
}
口
回
目
E
8・

前
節
に
挙
げ
た
「
メ
モ
」
の
内
容
は
、
右
に
傍
線
を
施
し
た
部
分
を
、

多
少
の
表
記
の
改
変
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
繋
ぎ
あ
わ
せ
て

(
5
)
 

作
成
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
メ
モ
」
に
抽
出
さ
れ
た
記
述
部
分
は
、
「
勇
壮
論
」
に
お
い
て
、
い

か
な
る
文
脈
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
「
勇
壮
論
」
(
京
国
四
3
5出
ョ
)
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
は
、
題
名
の
示
す

通
り
「
勇
壮
」

(
Z
3
5
S
)
の
徳
を
称
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
生
と
は

常
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
害
悪
や
災
厄
に
対
す
る
戦
い
で
あ
る
と
述
べ
た
あ

と
エ
マ
ソ
ン
は
、
右
の
【
引
用
C
】
の
部
分
に
至
り
、
「
勇
壮
」
の
定
義

を
示
し
て
い
る
。
「
凡
そ
」
か
ら
「
以
て
す
」
ま
で
の
記
述
に
示
さ
れ
る

通
り
、
「
外
部
の
悪
」
(
岳
町

2
8
3同-
2
5
に
対
す
る
「
戦
闘
的
態
度
」

(
曲
垣
島
-
安
白
星
吉
弘
白
)
が
、
「
勇
壮
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
勇

壮
」
の
宿
る
の
は
、
「
胸
裏
」
(
宝
丹
§
宮
玄
-
吉
ロ
三
【
吾E
白己目

(
6
)
 

で
あ
り
、
悪
に
支
配
さ
れ
る
「
外
部
」
に
対
し
、
こ
れ
と
戦
う
「
内
部
」

の
意
志
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
脈
略
で
、
「
メ
モ
」
に

採
ら
れ
た
「
勇
壮
と
は
心
の
平
衡
を
得
た
る
人
の
謂
に
し
て
」
以
下
の

部
分
が
、
現
わ
れ
る
。
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
撹
乱
」

(
弘
吉
ロ
号
吉
n
g
)
や
「
恐
慌
」
(
色
営
ヨ
田
)
に
も
動
じ
な
い
強
い
精
神
こ
そ

が
、
「
勇
壮
」
の
内
実
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
「
自

在
の
精
神
」
(
申
立
『

1
5色
、
「
自
負
の
念
」
(
宝
色
町
)
、
「
極
端
な
る
個
人

性
」
公
言
異
常
m
g白
O
ご
邑
ぞ

Fag-
ロ白押
E
B
)
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。

続
け
て
エ
マ
ソ
ン
は
、
「
自
信
は
勇
壮
の
神
髄
な
り
。
そ
は
神
霊
が
戦

争
の
状
態
を
と
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
究
極
の
目
的
は
虚
偽
と
不
正
と

に
対
し
最
後
の
挑
戦
を
な
し
、
又
悪
の
働
き
に
依
り
て
加
へ
ら
る
冶
凡

て
の
事
に
堪
ゆ
る
の
力
た
る
に
あ
り
。
」
(
四
一
九
頁
)
品
目
弓

l
g師
二
三
宮

自由曲目口
8

0
内
宮
8
2
s
-
r
z
四EO
間四回目白

0時
間
吉
田
O
E
-
g
d〈M
W
F
g
a
ま

nu 
n
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三回目同国担問目。
s
m
n門田副司四円宮町}曲目四円目白白書口問。司町田
-
g
z
o
o
a
S門田垣司
O国間山
w

曲目色

号
白
℃
。
垣
2
1
3
σ
白血『同一一円宮曲四円曲目

σ白
E2-nBaσ
〕『町三-白
m
m
D
Z・3
(
古

-
M
U
-
-

M
凶
凶
)
と
も
、
「
勇
壮
の
働
く
や
全
人
類
の
声
に
背
馳
し
ま
た
時
に
は
偉
人

善
人
の
声
に
も
背
馳
す
。
勇
壮
は
個
人
の
性
格
の
奥
よ
り
出
る
衝
動
に

服
従
せ
る
も
の
な
り
。
」
(
四
一
八
頁

)
R
Z
2
2目
ヨ
宅
2
z
s

g
ロ
吉
三
互
古
田
吉
岳
町
〈
三
2
え

B
g
r
g
a
自
己
百
円
。
ロ
可
邑
E
S
F
宏
司
白

巳『
S0・
8
岳
町
〈
o
w
m
O司
同
町
四
加
司
自
忠
告
色
加
。
。
己
・

E
n
g
-∞
ヨ
』
明
白
口
。
σ白色目白ロ
nm

g
曲目白
Q
mニ
ヨ
宮
-
回
目
。
『

S
E
a
-〈
E
E
-
-
2
H
E
R
R
E・3
(唱

-
M
凶
同
)
と
も
述
べ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部
か
ら
襲
う
「
虚
偽
」
や
「
不
正
」
や
「
悪
の

働
き
」
に
抵
抗
す
る
「
勇
壮
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
個
人
の
性
格
の

奥
」
に
根
拠
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
他
人
の
意
見
に
、
更
に
世
間
で
「
善
」



と
さ
れ
る
も
の
に
す
ら
、
「
背
馳
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

エ
マ
ソ
ン
は
或
る
所
で
、
卓
越
し
た
才
能
と
思
想
を
持
つ
青
年
達
が
、

社
会
生
活
に
入
っ
た
途
端
平
凡
に
な
る
こ
と
を
惜
し
み
つ
つ
、
【
引
用
A
】

の
よ
う
な
記
述
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
、
ト
シ
が
「
メ
モ
」
に

抽
出
し
た
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
の
大
半
を
占
め
る
が
、
ト
シ
が
取
り
入
れ

た
傍
点
部
分
は
、
特
に
若
い
女
性
達
の
生
き
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
「
勇
壮
論
」
の
う
ち
特
に
、
エ
マ
ソ
ン
の
描
く
青
年
像
、
就
中
、

女
性
像
の
部
分
を
、
ト
シ
が
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ

こ
で
エ
マ
ソ
ン
が
描
く
の
は
、
歴
史
が
偉
人
と
定
め
た
過
去
の
女
性
遠

の
生
き
方
に
満
足
せ
ず
、
自
ら
の
力
で
新
し
い
可
能
性
を
拓
こ
う
と
す

る
女
性
像
で
あ
る
。
特
に
、
「
願
は
く
は
」
以
下
の
部
分
に
示
さ
れ
る
通

り
彼
女
達
は
、
過
去
の
偉
人
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
の
「
新
た
な
る
経

験」

(
E
2
2宮
号
口
口
と
か
ら
教
訓
を
得
て
成
長
し
、
「
白
か
ら
の
新
た

に
生
れ
た
る
そ
の
存
在
」

(
E
2
5者
E
Z
S
σ
立
国
間
)
を
獲
得
し
て
い
く
と

さ
れ
る
。
ト
シ
が
抽
出
し
た
部
分
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
自
己

修
養
の
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
「
経
験
」
に
学
ぶ
こ

と
で
「
新
た
に
生
れ
」
変
わ
る
と
い
う
表
現
も
印
象
的
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
続
く
部
分
で
、
「
他
の
干
渉
を
排
斥
し
、
人
を
悦
ば
す
こ

と
を
顧
慮
せ
ず
」
(
司
宮
室
町
田
王
者
ぎ
]
同
呂
田
宮
豆
町
民
2
3
2帥{:・]油田
0

2
8
z
g
o
J
-
g田町
ME---])
と
い
う
態
度
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他

人
の
意
見
や
世
間
の
規
範
に
背
い
て
で
も
、
自
己
内
部
の
良
心
に
従
う

と
い
う
、
先
に
見
た
「
勇
壮
」
の
在
り
方
を
な
ぞ
る
も
の
と
い
え
る
。
こ

こ
も
、
ト
シ
の
「
メ
モ
」
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ト
シ
が
「
メ
モ
」
に

取
り
入
れ
た
記
述
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
【
引
用
B
】
が
あ
る
。
こ
こ

で
も
エ
マ
ソ
ン
が
、
「
常
規
を
重
ん
ず
る
時
代
」
(
白
色
町

g
g
g
品
目
)
に

逆
ら
う
べ
き
事
を
説
い
て
持
ち
出
し
た
、
「
常
に
汝
の
」
以
下
の
「
訓
誠
」

を
、
ト
シ
は
自
分
の
「
メ
モ
」
へ
と
書
き
抜
い
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く

ト
シ
が
書
き
抜
い
て
い
る
、
「
人
の
威
厳
に
関
し
て
も
」
以
下
の
部
分
も
、

他
人
の
評
価
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
基
準
と
し
な
い
で
行
動
す
る

こ
と
を
説
い
た
文
脈
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
抜
き
書
き
の

仕
方
か
ら
、
世
間
や
他
人
の
思
惑
に
抗
し
て
生
き
る
と
い
う
点
に
、
ト

シ
の
関
心
の
一
端
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

四

- 121-

で
は
、
「
メ
モ
」
に
示
さ
れ
た
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
へ
の
関
心
は
、
当
時

の
ト
シ
の
境
遇
や
精
神
状
態
と
、
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う

ふ
M

今
見
て
い
る
「
メ
モ
」
が
挿
ま
れ
た
『
エ
マ
l
ソ
ン
論
文
集
』
の
表

紙
裏
に
は
、
本
稿
の
初
め
に
触
れ
た
通
り
、
「
責
善
寮
宮
津
敏
子
」
と

署
名
さ
れ
て
い
る
。
「
責
善
寮
」
と
は
、
ト
シ
が
日
本
女
子
大
在
学
中
に

居
住
し
た
寮
で
あ
る
か
ら
、
ト
シ
が
こ
の
本
を
読
み
、
「
メ
モ
」
を
作
成

し
た
の
も
、
こ
の
時
期
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
心

境
を
、
卒
業
後
に
ト
シ
自
身
が
回
顧
し
た
記
述
と
し
て
、
通
常
「
自
省

録
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
「
自
省
録
」
の
日
付
は
、
大



正
九
年
二
月
九
日
で
あ
り
、
宮
津
ト
シ
が
「
日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業

し
て
か
ら
花
巻
高
等
女
学
校
教
諭
に
な
る
ま
で
の
、
一
時
体
力
が
回
復

し
か
け
た
時
期
い
7
)

に
あ
た
る
。
ま
た
「
自
省
録
」
の
初
め
に
ト
シ
は
、

「
此
の
四
五
年
来
私
に
と
っ
て
一
番
根
本
な
私
の
生
活
の
パ
ネ
と
な
っ
た

も
の
は
、
『
信
仰
を
求
め
る
』
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
」
(
一
四
二
頁
)
と

記
し
て
い
る
。
「
此
の
四
五
年
来
」
と
は
、
ト
シ
の
「
日
本
女
子
大
学
在

(
8
)
 

学
の
年
と
ぴ
っ
た
り
符
合
」
し
て
い
る
。

ト
シ
は
「
自
省
録
」
の
中
で
、
信
仰
を
求
め
た
「
四
五
年
来
」
の
生

活
を
、
何
故
か
「
無
理
な
不
自
然
な
努
力
緊
張
の
生
活
」
、
「
努
力
に
緊

張
し
、
精
神
に
駈
り
立
て
ら
れ
た
生
活
」
と
、
反
省
的
に
捉
え
て
い
る

こ
四
二

l
一
四
四
頁
)
。

私
は
魅
力
あ
る
一
一
言
葉
を
た
づ
ね
る
事
に
漸
く
倦
き
て
来
た
。
私
の

日
記
に
は
統
一
を
求
め
調
和
を
求
め
、
自
己
を
精
進
の
道
に
駈
り

出
す
励
ま
し
の
言
葉
が
く
り
か
へ
し
繰
り
返
し
書
か
れ
た
。
そ
し

て
私
は
疲
れ
て
来
た
。
弱
い
糸
を
極
度
ま
で
張
っ
た
様
な
一
昨
年

の
末
の
状
態
は
つ
い
に
、
身
体
の
病
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。
そ
れ

は
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

(
一
四
三
頁
)

こ
こ
に
は
、
信
仰
生
活
の
中
に
あ
る
ト
シ
が
、
「
魅
力
あ
る
言
葉
、
「
自

己
を
精
進
の
道
に
駆
り
出
す
励
ま
し
の
言
葉
」
を
見
つ
け
て
は
、
心
の

支
え
に
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
言
葉
」
た
ち

に
「
駆
り
出
」
さ
れ
「
駆
り
立
て
ら
れ
」
る
よ
う
に
、
「
努
力
」
と
「
緊

張
」
へ
と
自
分
を
追
い
込
ん
だ
こ
と
が
、
病
気
の
原
因
と
し
て
反
省
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
女
子
大
時
代

の
ト
シ
の
求
道
生
活
が
、
「
魅
力
あ
る
言
葉
」
、
「
自
己
を
精
進
の
道
に
駈

り
出
す
励
ま
し
の
言
葉
」
を
媒
介
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
、
当
の
ト
シ
自
身
に
、
自
覚
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本

稿
で
検
討
し
て
い
る
「
メ
モ
」
も
、
そ
れ
ら
の
「
一
言
葉
」
を
採
集
す
る

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
ェ

マ
ソ
ン
の
言
葉
が
ど
う
い
う
意
味
で
、
「
魅
力
」
と
な
り
「
励
ま
し
」
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
を
ト
シ
は
、
不
自
然
な
「
努
力
」
と
「
緊
張
」
の
生
活
と

回
顧
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
「
自
省
録
」
で
は
更
に
、
当
時
そ
う
し
た
生

活
を
選
ん
だ
理
由
を
、
自
ら
分
析
し
て
い
る
。
「
五
年
前
か
ら
私
の
心
身

に
深
く
食
ひ
こ
ん
で
ゐ
た
も
の
」
が
背
景
に
あ
り
、
「
意
志
を
以
て
こ
の

力
の
影
響
に
抵
抗
を
試
み
た
」
も
の
が
、
「
五
年
間
の
不
自
然
な
苦
し
い

努
力
の
生
活
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
こ
四
四
頁
)
。

こ
こ
に
言
う
「
五
年
前
」
、
花
巻
高
女
在
学
中
に
起
き
た
の
が
、
男
性

教
姉
と
の
恋
愛
事
件
で
あ
り
、
「
自
省
録
」
の
大
半
を
占
め
る
、
自
己
を

「
彼
女
」
と
い
う
三
人
称
に
客
観
化
し
た
部
分
に
、
そ
の
経
緯
と
当
時
の

心
情
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ト
シ
は
、
男
性
教
師
と
の
関
係
が

誤
解
を
受
け
、
世
間
の
誹
諺
に
曝
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
自
分
に
は
「
人

人
の
思
ふ
様
な
疾
し
さ
も
暗
さ
も
な
い
」
と
信
じ
、
「
無
理
解
な
世
間
に
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対
す
る
憤
り
」
を
覚
え
た
、
当
時
の
心
境
を
回
顧
し
て
い
る
。
「
こ
ん
な

不
当
な
圧
迫
に
負
け
て
潰
さ
れ
て
な
る
も
の
か
」
と
い
う
「
反
発
心
」
と

と
も
に
、
「
『
私
は
生
き
る
』
と
云
ふ
勇
気
」
が
自
分
の
内
に
生
じ
、
「
正

し
い
と
云
ふ
自
信
」
で
自
ら
を
支
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
(
一
六
四
頁
)
。

そ
し
て
、
「
そ
れ
以
後
の
彼
女
に
は
信
仰
に
わ
が
安
立
の
地
を
見
出
さ
う

と
云
ふ
焦
燥
の
時
が
永
く
来
て
、
つ
い
に
現
在
に
及
ん
で
ゐ
る
」
(
一
ム
ハ

五
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
見
た
「
五
年
間
の
不
自
然
な
苦
し
い
努

力
の
生
活
」
と
は
、
そ
う
し
た
「
反
発
心
」
と
「
勇
気
」
と
の
延
長
線

上
に
営
ま
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
メ
モ
」
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
日
本
女
子
大

在
学
中
ト
シ
は
、
世
間
に
対
す
る
「
憤
り
」
と
「
反
発
心
」
の
中
で
、
「
正

し
い
と
い
う
自
信
」
と
「
『
私
は
生
き
る
』
と
い
う
勇
気
」
を
育
ん
で
い

た
と
い
う
。
こ
の
、
世
間
の
圧
力
に
抗
す
る
「
自
信
」
と
「
勇
気
」
こ

そ
1

「
自
信
は
勇
壮
の
神
髄
な
り
」
と
言
う
エ
マ
ソ
ン
が
、
繰
り
返
し
説

い
て
い
る
も
の
だ
が
、
前
節
に
検
討
し
た
通
り
、
ト
シ
の
「
メ
モ
」
に

も
、
エ
マ
ソ
ン
の
「
勇
壮
論
」
の
う
ち
、
他
人
の
意
見
や
世
間
の
思
惑

と
背
馳
し
て
も
、
自
己
内
心
の
真
実
を
貫
く
生
き
方
を
説
い
た
記
述
に
、

抜
粋
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ト
シ
が
過
去
の
恋

愛
事
件
を
引
き
摺
り
、
特
に
世
間
の
無
理
解
に
よ
る
苦
し
み
の
中
に
い

た
と
き
、
「
メ
モ
」
に
引
か
れ
た
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
が
、
他
人
の
思
惑
に

抗
し
て
強
く
生
き
よ
と
、
意
志
的
な
努
力
に
駆
り
立
て
る
「
魅
力
あ
る

言
葉
」
の
一
つ
と
し
て
、
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
て
、
「
メ
モ
」
と
「
自
省
録
」
と
の
関
わ
り
に
は
、
も
う
一
つ
別
の

側
面
も
あ
る
。
次
に
見
る
の
は
、
「
自
省
録
」
の
営
み
に
関
し
、
そ
の
目

的
を
ト
シ
が
自
ら
記
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
ト
シ
は
、
こ
れ
ま

で
の
「
束
縛
」
か
ら
逃
れ
、
「
新
た
に
生
れ
変
り
た
い
」
た
め
に
、
過
去

の
自
分
を
直
視
す
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
の
関
心

は
、
過
去
の
経
験
か
ら
、
「
何
を
教
へ
ら
れ
如
何
な
る
思
想
や
力
を
与
へ

ら
れ
る
事
が
出
来
る
か
」
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
(
一
四
七
|

一
四
八
頁
)
。
過
去
の
出
来
事
か
ら
〈
教
え
ら
れ
る
〉
こ
と
、
そ
れ
を
通

じ
て
〈
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
〉
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
願
い
は
、
次
の

記
述
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
(
傍
線
水
野
)
。
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私
は
自
分
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
過
去
の
自
分
を
正
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悪
び
れ
ず
に
。

到
剰
刺
叫
劃
組
U
剖
↓
寸
制
覇
倒
叫
判
寸
廿
可
制
叫
剖
ぺ
引
利

剖
制
刷
州
側
司
副
寸
刻
州
制
叫
剖
ぺ
剖
国
叫
川
劃
剰
剖
瑚
矧
U
旧

い
自
分
を
明
ら
か
に
見
、
ひ
い
て
私
の
未
だ
償
は
ず
に
居
る
も
の

を
償
ひ
恢
復
す
べ
き
も
の
を
恢
復
し
て
新
し
い
世
界
に
ふ
み
出
し

た
い
、
瑚
剖
叫
劃
剖

U
川
副
凶
判
例
引
制
U
剖
胡

U
甘
刺
叫
川
副

剣
剖
到
出
U
劇
川
、
善
か
れ
悪
し
か
れ
自
分
を
知
る
事
に
よ
っ
て
、

私
は
自
由
を
と
り
か
へ
す
事
が
出
来
ゃ
う
。
(
一
四
七
頁
)

」
の
あ
と
、
自
己
を
「
彼
女
」
と
客
観
化
し
て
、
過
去
の
恋
愛
事
件



を
振
り
返
る
部
分
で
ト
シ
は
、
問
題
の
男
性
と
の
交
際
に
は
、
「
感
情
の

惑
溺
」
(
一
六
一
頁
)
や
「
利
己
的
な
動
機
」
(
一
六
七
頁
)
が
あ
り
、
ま

た
、
た
と
え
疾
し
い
事
が
な
く
と
も
、
「
此
の
様
な
行
為
は
世
間
的
に
は

何
を
意
味
す
る
も
の
か
」
を
考
え
な
い
行
動
は
、
非
難
さ
れ
て
「
当
然
」

だ
と
内
省
し
て
い
る
(
一
六
六
頁
)
。
そ
し
て
こ
の
経
験
が
、
「
堕
落
」
に

対
す
る
自
己
の
弱
さ
を
自
覚
さ
せ
(
一
七

O
頁
)
、
「
本
当
の
謙
遜
」
に

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
七
二
頁
)
と
し
、
「
殆
ど
恢
復
す
る
み
ち
も
な

く
救
は
れ
な
い
事
の
様
に
思
は
れ
た
あ
の
経
験
が
彼
女
に
ど
れ
だ
け
教

へ
た
か
」
(
一
七
五
頁
〉
に
思
い
を
致
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
己
反
省
を
経
た
上
で
、
「
彼
女
は
こ
れ
か
ら
も
い
つ
衆
人

の
中
で
彼
女
の
痛
い
き
づ
に
ふ
れ
ら
れ
軽
蔑
を
う
け
る
事
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
」
が
、
「
彼
女
に
は
外
面
か
ら
受
け
る
箭
に
不
死
身
な
何
も
の

か
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
」
か
ら
、
「
そ
れ
は
最
早
彼
女
の
全
生
命
を
傷
つ

け
る
に
は
足
り
な
い
」
と
述
べ
る
(
一
七
四
頁
)
。
そ
う
し
て
、
「
恢
復

さ
れ
た
人
生
に
対
す
る
勇
気
と
自
由
」
(
一
七
六
頁
)
を
自
ら
に
確
認
す

る
と
こ
ろ
で
、
「
自
省
録
」
は
閉
じ
ら
れ
る
。
書
く
こ
と
で
「
恢
復
」
さ

れ
た
「
人
生
」
。

こ
の
よ
う
に
「
自
省
録
」
の
記
述
は
終
始
、
過
去
の
出
来
事
か
ら
〈
教

え
ら
れ
て
そ
れ
を
通
じ
て
〈
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
〉
と
い
う
課
題
の

実
践
と
し
て
、
行
わ
れ
て
い
る
。
前
節
に
見
た
通
り
、
エ
マ
ソ
ン
の
「
勇

壮
論
」
か
ら
ト
シ
が
「
メ
モ
」
へ
と
抜
粋
し
た
部
分
に
は
、
自
ら
の
「
新

た
な
る
経
験
」
(
B
0
4
2
H
宮
ユ

gn白
)
か
ら
教
訓
を
得
て
成
長
し
、
「
自
か

ら
の
新
ら
た
に
生
れ
た
る
そ
の
存
在
」
(
吉
岡
田

2
・g
s
g
E
m
)
を
獲
得

し
て
い
く
、
自
立
し
た
女
性
の
自
己
修
養
の
在
り
方
が
説
か
れ
て
い
た
。

「
自
省
録
」
の
記
述
の
あ
り
ょ
う
は
、
結
果
的
に
、
エ
マ
ソ
ン
の
「
言
葉
」

が
指
し
示
す
自
己
修
養
の
方
向
性
を
な
ぞ
る
形
で
、
成
立
し
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
こ
で
ト
シ
は
ま
た
、
過
去
の
反
省
か
ら
「
教
え
」
ら
れ
、
「
恢
復
」

さ
れ
た
自
分
は
、
「
衆
人
」
の
「
軽
蔑
」
に
曝
さ
れ
て
も
、
も
は
や
「
不

死
身
」
な
の
だ
と
述
べ
、
新
た
な
る
「
勇
気
」
を
自
己
の
内
部
に
見
出

し
て
も
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
世
間
の
誹
詩
に
負
け
な
い
強
い
自

己
を
得
る
こ
と
が
、
「
自
省
録
」
を
書
く
と
い
う
行
為
の
目
的
と
し
て
、

自
覚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
通
り
、
日
本
女
子
大
時
代
の

ト
シ
は
、
恋
愛
事
件
以
来
の
世
間
と
の
葛
藤
に
苦
し
み
な
が
ら
、
他
人

の
思
惑
に
抗
す
る
勇
気
と
自
信
を
も
て
と
説
く
、
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
を

「
メ
モ
」
に
抜
き
出
し
て
い
た
。
「
自
省
録
」
を
書
く
時
点
で
ト
シ
は
、
こ

れ
も
先
に
見
た
通
り
、
女
子
大
時
代
の
無
理
な
緊
張
と
努
力
と
を
反
省

し
て
い
る
の
だ
が
、
世
間
に
屈
し
な
い
自
己
の
確
立
と
い
う
志
向
そ
の

も
の
は
、
こ
の
時
点
で
も
強
く
保
た
れ
、
そ
れ
が
「
自
省
録
」
を
書
く

と
い
う
行
為
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
は
、
日
本
女
子
大
時
代
の
ト
シ

に
強
い
自
己
を
求
め
さ
せ
る
「
魅
力
あ
る
言
葉
」
の
一
つ
と
し
て
機
能

し
、
卒
業
後
の
「
自
省
録
」
に
お
け
る
自
己
分
析
の
試
み
そ
の
も
の
に

も
関
与
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
照
井
氏
が
所
蔵
す
る
『
エ
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マ
l
ソ
ン
論
文
集
』
に
挿
ま
れ
た
「
メ
モ
」
は
、
そ
う
し
た
経
緯
を
示

す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

注(
1
〉
照
井
謹
二
郎
「
妹
ト
シ
の
落
書
」
『
啄
木
と
賢
治
』
一
九
七
六
年
一
月
、
三

六
ー
三
八
頁
。

(
2
)
責
善
寮
と
は
、
賢
治
の
妹
で
あ
る
宮
津
ト
シ
が
日
本
女
子
大
在
学
中
に
居

住
し
た
寮
の
名
で
あ
る
。

(
3
)
照
井
氏
よ
り
拝
見
し
た
時
点
で
こ
の
本
に
は
他
に
、
「
署
名
」
・
「
落
書
」
・

「
メ
モ
」
の
三
者
と
は
別
の
筆
跡
に
よ
る
覚
え
書
き
が
、
随
所
に
挿
ま
れ

た
白
又
は
ピ
ン
ク
の
短
冊
に
見
ら
れ
、
本
文
に
は
鉛
筆
に
よ
る
傍
線
が
引

か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
こ
の
本
を
譲
り
受
け
た
照
井
氏
ご
自
身
が
、

こ
の
書
を
精
読
さ
れ
た
さ
い
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宮
津
ト
シ
関
連
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
検

討
す
る
こ
と
は
控
え
る
。

と
は
い
え
、
そ
の
覚
え
書
き
・
傍
線
は
、
こ
の
書
を
読
ま
れ
る
際
の
照

井
氏
の
関
心
の
所
在
を
示
し
て
お
り
、
日
本
で
エ
マ
ソ
ン
が
実
際
に
読
ま

れ
た
現
場
の
証
跡
と
し
て
、
更
に
は
、
賢
治
と
照
井
氏
と
の
、
エ
マ
ソ
ン

を
介
し
た
精
神
的
な
響
き
合
い
の
記
録
と
し
て
も
、
意
義
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
私
と
交
わ
し
て
下
さ
っ
た
会
話
の
中
で
、
照
井
氏
が
エ
マ
ソ
ン
に

関
し
、
文
章
の
「
鋭
く
突
き
付
け
る
よ
う
な
調
子
」
に
「
日
本
人
に
は
な

い
精
神
」
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
点
が
賢
治
を
街
併
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
の

感
想
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
照
井
氏
に
感

謝
す
る
。

(
4
)
原
文
の
引
用
は
、
同
出
向
河
内
色
、
号
室
町
可
也
、
持
恒
久
h
N
g

守
』
曹
司
自
廷
。
。
号
、
h

。♂

明、。
h
N
Z
2一ペ

grH
〉
玄
∞
司

g
p
s
g
よ
り
行
い
、
本
文
中
に
そ
の
都
度

頁
数
を
示
す
。

(
5
)
照
井
氏
所
蔵
本
の
該
当
頁
に
は
、
メ
モ
と
対
応
す
る
部
分
に
、
色
鉛
筆
に

よ
る
傍
線
が
引
か
れ
て
い
た
。
四
二
九
頁
か
ら
四
三
二
頁
ま
で
の
部
分
は
、

赤
鉛
筆
。
四
一
三
頁
の
上
余
白
右
端
に
、
丸
で
固
ま
れ
た
「
メ
モ
1
枚
目
」

と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。
「
メ
モ
」
の
部
分
は
赤
鉛
筆
と
黒
鉛
筆
の
重

ね
書
き
。
「
1
枚
目
」
の
部
分
は
黒
。
四
三
二
頁
上
余
白
に
鉛
筆
で
「
メ

モ
」
と
あ
り
、
「
吾
人
の
」
以
下
の
傍
線
部
分
に
線
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
鉛

筆
で
書
か
れ
た
そ
の
「
メ
モ
」
の
字
の
左
上
に
、
赤
鉛
筆
で
同
じ
く
「
メ

モ
」
と
あ
る
。
四
一
七
頁
の
傍
線
は
紫
鉛
筆
で
引
か
れ
、
「
勇
壮
と
は
」
か

ら
「
意
志
を
」
ま
で
の
部
分
の
み
、
赤
鉛
筆
の
線
で
重
ね
書
き
さ
れ
て
い

る
。
同
頁
の
上
余
白
中
央
に
「
メ
モ

2
枚
目
」
と
あ
る
。
紫
鉛
筆
に
黒
鉛

筆
で
重
ね
書
き
。
「
メ
モ
」
の
み
丸
囲
み
。

こ
の
本
の
う
ち
、
色
鉛
筆
に
よ
る
傍
線
は
こ
の
部
分
の
み
で
あ
り
、
照

井
氏
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
自
分
が
引
い
た
の
で
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
傍
線
と
書
き
込
み
は
、
「
メ
モ
」
の
内

容
と
直
接
の
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
照
井
氏
が
読
書
の
過
程
で
引
か

れ
た
、
先
述
の
鉛
筆
の
傍
線
と
は
、
性
質
を
異
に
す
る
。

(
6
)
2
4
F
o
g
g
呈
圭
司
祭
1
5
8令
は
、
右
の
戸
川
訳
で
は
、

a
d
g
S
8
3
ま

で
を
主
語
と
見
て
、
「
人
は
そ
の
胸
裏
に
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

同

hu
n
L
 



部
分
全
体
を
主
語
と
見
て
、
「
胸
裏
に
潜
む
人
は
」
と
す
る
の
が
正
し
い

と
思
わ
れ
る
。
続
く
一
文
で
、
こ
の
「
人
」
の
「
戦
闘
的
態
度
」
が
、
「
心

霊
の
軍
事
的
態
度
」
(
野
町
田
邑
-
5
4
さ
音
色
白
色
号

2
0
S
と
言
い
換
え
ら

れ
て
お
り
、
「
胸
裏
に
潜
む
人
」
と
は
即
ち
「
心
霊
」
の
こ
と
と
解
さ
れ

る
。
戸
川
の
訳
に
は
他
に
も
、
細
か
い
所
で
意
を
尽
さ
な
い
訳
が
散
見
さ

れ
る
が
、
論
述
の
流
れ
じ
た
い
を
別
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
差
異

は
生
じ
て
い
な
い
の
で
、
い
ち
い
ち
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
し
な
い
。

〈

7
)
宮
沢
惇
郎
『
伯
父
は
賢
治
』
(
八
重
岳
書
房
、
一
九
八
九
年
〉
一
一
三
頁
。

以
下
「
自
省
録
」
の
引
用
は
、
こ
の
書
の
「
宮
沢
ト
シ
自
省
録
原
文
」
か

ら
行
い
、
頁
数
を
文
中
に
記
す
。
引
用
文
中
、
か
な
表
記
は
こ
の
書
の
ま

古
品
。

ρo 
n
L
 

(
8
)
山
根
知
子
「
宮
沢
ト
シ
『
真
実
ノ
道
ノ
勇
進
』

l
!日
本
女
子
大
時
代
の

求
道
性
を
中
心
に

l
l
」
『
成
瀬
記
念
館
』
(
日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
)

一
九
九
五
年
十
二
月
、
五
四
頁
。
な
お
山
根
氏
は
こ
の
論
文
や
続
く
諸
論

文
で
、
ト
シ
の
思
想
と
信
仰
の
形
成
に
対
す
る
、
日
本
女
子
大
に
お
け
る

成
瀬
仁
蔵
の
人
格
教
育
の
関
与
の
在
り
方
を
検
討
し
、
海
外
の
文
学
者
・

思
想
家
ら
と
ト
シ
と
の
出
会
い
も
、
成
瀬
の
紹
介
を
契
機
と
し
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。




